
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八尾市はつらつプラン（改定版） 
～第３次八尾市男女共同参画基本計画～ 
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 男女共同参画社会とは 
 

男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、 

性別にかかわりなく、 

その個性と能力を十分に発揮することができる社会 
 

「男女共同参画社会基本法」では、男女共同参画社会を「男女が、社会の対等な構

成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が

確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受するこ

とができ、かつ、共に責任を担うべき社会」（第２条）と定義しています。 

 

 統計データからみえる八尾市の現状 

●高齢者人口（65歳以上）が増加しており、少子高齢化が進んでいます。 

●一般世帯に占める核家族世帯の割合は一般世帯数の増加に伴い減少傾向にあります。 

●女性の年齢別就業率は、出産・育児期に落ち込み、再び増加するM字カーブを描いて

います。落ち込みの大きい30～39歳の就業率は平成22（2010）年に比べ平成27（2015）

年で上昇し、近年ではＭ字カーブは緩やかになっています。 

●平成27（2015）年の女性の年齢別就業率を全国、府と比較すると、各年代で全国、府

より低くなっています。 

●平成27（2015）年の女性の未婚・既婚別就業率をみると、特に20歳代から30歳代にお

いて未婚者に比べて既婚者の就業率が低くなっています。 

●市の審議会等における女性委員割合をみると、平成29（2017）年度をピークに減少傾

向にあり、令和元（2019）年度では33.0％となっています。 

●家庭での役割分担についての現状をみると、「食事の支度」は女性の70.1%が、「掃除・

洗濯」は女性の66.2％が、すべて、あるいは主に自分が担当、と回答しています。ま

た、配偶者（パートナー）と自分が同じ程度に担当と回答した割合は、共働きカップ

ルにおいて高くなる傾向がありました。また、「子どもの教育としつけをする」「乳幼

児の世話をする」「高齢の家族の介護をする」といった子育てや介護について、男性の

分担割合が低い傾向があります。 

●市の女性管理職（課長補佐級以上）の割合の推移をみると、年々増加し、令和元（2019）

年度で20.4％となっており、平成26（2014）年度よりも5.3ポイント高くなっています。 

●教育・保育給付の確保の推移をみると、保育所定員と入所児童数は増加傾向にあり、待

期児童数は増減を繰り返していましたが、令和元（2019）年度で解消されています。 
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 改定の目的 

本市では、すべての人にとって暮らしやすいまちづくりを推進するため、女性が就職・

結婚・出産・子育てなど様々な転機において自己決定し、職場や家庭、地域など日々の暮

らしの中で多様な生き方で活躍できる社会環境づくりとともに、重大な人権侵害であるＤ

Ｖの防止や被害者の支援体制の強化を図るなど、さらなる男女共同参画社会の実現に向け

た取り組みを進めています。 

このたび、平成 28（2016）年に策定した「八尾市はつらつプラン～第３次八尾市男女共

同参画基本計画～」について、これまでの社会経済情勢や国・府の動向を踏まえ、誰もが

性別にかかわりなく、互いに人権を尊重し、一人ひとりがその個性や能力を発揮して、活

き活きと活躍できる男女共同参画社会の早期実現に向け、より一層の取り組みを推進する

ため、中間見直しを行いました。 

 

 計画のめざす方向 

本市では、平成 21（2009）年 12 月に制定した「八尾市男女共同参画推進条例」におい

て、次の６つの基本理念を掲げています。本計画は、この基本理念に基づき、男女共同参

画社会の実現に向けた本市の基本的な考え方や方向性を定めるものです。 

 

八尾市男女共同参画推進条例の基本理念 
１ 男女の人権の尊重   ４ 家庭生活との両立 
２ 社会における制度又は慣行についての配慮 ５ 身体・健康への配慮 
３ 政策・方針決定過程への共同参画  ６ 国際的協調 

 
 

本計画においては、「八尾市第６次総合計画～八尾新時代しあわせ成長プラン～」を踏まえ、

性別にかかわりなくすべての人が活躍できる男女共同参画社会の実現をめざします。 

そのため計画の目標は、現計画の目標を尊重し、「誰もが活
い

き活
い

きと活躍できる共同参画社会

へ」とします。男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを推進することにより、多様性が尊重

され、誰もが自らの選択により人生を設計することができる社会を実現していきます。 
 

 

 計画の期間 

計画期間は令和 3（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間です。ただし、社

会情勢の変化や計画の進捗状況等に応じて見直しが必要な場合は、柔軟に対応します。 
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 計画の体系 

〔計画の目標〕 

 

 

 

 

 

 

 

〔基本目標〕 

Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成 
基本課題１ 子どもの頃からの男女共同参画意識の醸成 

基本課題２ 様々な分野への男女共同参画の意識啓発【重点】 

基本課題３ 男女共同参画推進の拠点における相談機能の充実 

 

 

 

〔基本目標〕 

Ⅱ あらゆる分野における女性の活躍推進 

基本課題４ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進【重点】 

基本課題５ 働く場における男女共同参画の促進 

基本課題６ 地域における男女共同参画の促進 

基本課題７ 策・方針決定過程への女性の参画促進 

 

 

 

〔基本目標〕 

Ⅲ 誰もが安心して暮らせる社会づくり 

基本課題８ 生涯を通じた健康への支援 

基本課題９ あらゆる暴力の根絶 

基本課題 10 男女共同参画の視点による防災対策の促進 

基本課題 11 様々な困難を抱える人々への包括的な支援 

 

 

 
※基本目標Ⅱを「女性活躍推進法」に基づく「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策についての
計画（市町村推進計画）」として位置づけます。 

※基本課題９を「ＤＶ防止法」に基づく「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に
関する基本的な計画（市町村基本計画）」として位置づけます。  

い い 
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性別にかかわりなくすべての人が活躍できる男女共同参画社会を実現するためには、

男女共同参画や多様性について、市民一人ひとりが理解を深めることが不可欠です。 

そのため、基本目標は現計画の内容を受け継ぎながらその構成を見直し、男女共同

参画推進の土台となる「男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成」を基本目標Ⅰ

とし、基本理念の実現をめざします。 

 

基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の醸成 

家庭や地域、職場、学校などあらゆる場面において、誰もが自分の生き方を選択し、

個性や能力を発揮しながら自分らしく生きていけるよう、固定的な性別役割分担意識

を解消し、市民が性別にかかわりなく多様な生き方を選択でき、互いを尊重し認め合

う意識を醸成します。また、すべての人が男女共同参画に関する認識を深められるよ

う、様々な機会を通して分かりやすい広報・啓発活動を行います。さらに、生涯にわ

たって意識が醸成されるよう子どもの頃から学校などのあらゆる場において男女共同

参画を進める教育・学習を推進します。 

 
基本課題１ 子どもの頃からの男女共同参画意識の醸成  

性別にとらわれることなく、子どもを伸び伸びとはぐくむ家庭教育、学習等の機会

の充実に努めます。 
 
１ 子どもの頃からの男女共同参画意識の醸成 

 
 
基本課題２ 様々な分野への男女共同参画の意識啓発【重点】 

男女共同参画に関する理解を深め、あらゆる立場の人々が個性と能力を十分に発揮

することができる社会をめざし、人権尊重や男女共同参画意識の啓発に取り組みます。 

さらに、性の多様性に関する正しい知識・情報を提供することで、性的マイノリテ

ィの方々への理解促進を図り、誰もが性別にかかわらず自分らしく活躍できる社会の

実現をめざします。 
 
２ 男女共同参画の意識啓発（多様性の理解促進） 

 
 
基本課題３ 男女共同参画推進の拠点における相談機能の充実  

男女共同参画を推進する拠点施設として、八尾市男女共同参画センター「すみれ」

における啓発事業や情報発信などに努めるとともに、相談事業の充実を図ります。 
 
３ 男女共同参画推進の拠点の充実  
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基本目標Ⅱ あらゆる分野における女性の活躍推進 

男女共同参画社会の実現のためには、雇用の分野において、男女の平等と働きやす

い環境の実現が必要です。さらに、地域の場においても、一人ひとりがその個性と能

力を発揮した活躍ができるような環境づくりに取り組みます。 

 

基本課題４ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進【重点】 
企業等におけるワーク・ライフ・バランスを実現するための取り組みについて支援

を行うとともに、男女がともに家庭責任を担える就業環境の整備や社会的気運の醸成

に取り組み、男性自身が積極的に参加できるように促していきます。 
 
４ ワーク・ライフ・バランスへの理解促進 
５ 事業者等による取り組みの促進 
６ 仕事と子育て・介護等の両立のための支援（多様なライフスタイルに 

対応した支援） 

 

基本課題５ 働く場における男女共同参画の促進  
働く場における男女の均等な機会と待遇の確保を推進し、女性が能力を十分に発揮

し活躍することができるよう、事業者に促します。 
 
７ 就職・再就職・起業等への支援 
８ 多様な働き方ができる環境づくりの推進 
９ 女性の人材育成（エンパワーメント）、「女性活躍推進法」に基づく 

取り組みの実施（女性のチャレンジ支援） 
10 就労の場における男女の均等な機会と待遇の確保 

 

基本課題６ 地域における男女共同参画の促進  
地域の多様化する課題・ニーズに対応していくためには多様な人材の確保が必要と

なります。地域の一人ひとりがその個性と能力を発揮した活躍ができるよう、地域で

暮らす誰もが地域社会の担い手となるよう働きかけます。 
 
11 地域団体等における女性の活躍促進（参加しやすい環境づくり） 

 

基本課題７ 政策・方針決定過程への女性の参画促進  
市の審議会などの委員について女性委員の登用状況を把握し、登用促進を働きかけ

るとともに、市の女性職員について、市の特定事業主行動計画に基づき職域拡大及び

管理職等への積極的な登用に率先して取り組みます。 
 
12 政策・方針決定過程への女性の参画推進  
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基本目標Ⅲ 誰もが安心して暮らせる社会づくり 

重大な人権侵害であるドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）などに対応するため、

ＤＶや各種ハラスメントを許さない社会意識の醸成、相談体制の整備、子どもの頃か

らデートＤＶの被害者にも加害者にもならないよう教育及び周知・啓発に努めます。 

また、あらゆる分野における男女共同参画社会を推進するために、生涯を通した健

康づくりや、男女共同参画の視点を取り入れた防災の取り組み、女性であることで更

に複合的な課題を抱える人々に対して、安心して暮らせる環境整備を進めます。 

 
基本課題８ 生涯を通じた健康への支援  

妊娠から出産期において、安心して妊娠・出産できる環境づくりを図るため、妊娠・

出産・育児に関する相談・指導などの母子保健施策の充実を図ります。また、性別に

かかわらず生涯を通じた心身の健康づくりや、性教育の充実を図ります。 
 
13 生涯を通じた健康の保持・増進 

 
 
基本課題９ あらゆる暴力の根絶 

暴力は人権を踏みにじるもので決して許されるものではなく、それが社会的な問題

であるという認識を広く浸透、徹底させるための啓発を行います。 
 
14 あらゆる暴力根絶に向けた取り組みの推進 
15 子ども、若者への予防啓発の推進 
16 被害者支援体制の充実 

 
 
基本課題10 男女共同参画の視点による防災対策の促進  

地域活動の中でも、近年、重要性が高まっている防災分野において、地域の防災力

向上を図るため、防災に関する政策・方針決定過程及び防災の現場における女性の参

画を拡大し、男女共同参画の視点を取り入れた防災体制を確立します。 
 
17 男女共同参画の視点による防災対策の促進 

 
 
基本課題11 様々な困難を抱える人々への包括的な支援  

生活困窮や介護・介助を必要とする人など、様々な困難を抱える人々に対し、誰一

人取り残さない社会の実現に向けて、地域、団体、事業者と連携して支援を行います。 
 
18 生活困窮者の自立に向けた支援の充実 
19 介護・介助を必要とする人への福祉の充実 
20 複合的に困難な状況に置かれている人々への対応・支援  
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 計画の数値目標 
 

 項目（指標） 単位 策定値 
（平成 26（2014）年度） 

現状値 
（令和元（2019）年度） 

目標値 
（令和７（2025）年度） 

基
本
目
標
Ⅰ

男女共同参画が実現していると思う市民
の割合 

％ 27.2  33.2 35.0 

八尾市男女共同参画センター「すみれ」の
認知度 

％ 7.7 7.9 50.0 

基
本
目
標
Ⅱ
 

教育・保育給付の確保方策（２号・３号） 人  5,706 7,024※１ 

市の審議会、委員会などにおける女性委員
の登用の割合 

％ 30.6 33.0 40.0 

女性委員の参画がない審議会等の数（休会
中を除く） 

会議体 11 ７ ０ 

市の男性職員の育児休業取得者数及び部
分休業取得者数 

人 ３ 23 前年度比増※２ 

市の職員の出産補助休暇取得者率 ％ 94.3 85.7 100.0 

市役所の女性管理監督職（監督職以上）の
割合 

％ 34.5 36.6 42.5 

小・中・義務教育学校の管理職（校長、教
頭）に占める女性の割合 

％ 19.8 21.8 30.0 

基
本
目
標
Ⅲ
 

乳がん検診の受診率 ％ 24.3 22.1 50.0 

子宮がん検診の受診率 ％ 31.7 27.2 50.0 

配偶者からの暴力を受けたことがある人
の割合 

％ 
女性 29.3 
男性 16.1 

女性 29.9 
男性 12.8 

女性 15.0 
男性  8.0 

ＤＶ被害に対する相談窓口の認知度 ％ 10.6 14.2 5.0 

※１ 八尾市こどもいきいき未来計画（後期計画）による令和６（2024）年度の目標値 
※２ 次世代育成支援対策推進法に基づく第２次八尾市特定事業主行動計画の目標値 

 

 推進体制 
●庁内の推進体制の充実 
男女共同参画を推進するため、本市では「八尾市男女共同参画推進条例」に基づき、「八尾市男女共同参画施策推

進本部」を中心に、庁内関係各課の一層の連携強化を図ります。 

●市民、事業者等との連携 
本計画のめざす目標の実現に向けて、市民、学校、事業者、団体などと、互いの自立性を尊重しながら、それぞれ

の得意分野や特徴を活かして連携し合うことにより、男女共同参画社会の実現をめざします。 

●国、府等関係機関との連携 
本市の男女共同参画の取り組みは、国際的な動きや、国、大阪府の動きと連動しながら進めてきました。男女共同参
画の施策をより充実したものにしていくために、今後も国や大阪府、その他の機関と連携し、施策の推進を図ります。 

●計画の進捗管理 
毎年、計画に基づく施策の実施状況や数値目標に対する達成状況を把握・点検し、年度ごとに進捗管理を行います。 

●男女共同参画に関する調査・研究 
本市のあらゆる施策に男女共同参画の視点を効果的に取り入れられるよう、市民の意識やニーズを把握し、男女共

同参画に関する市民意識調査を定期的に実施して公表するなど、調査研究を行います。 

 

八尾市はつらつプラン（改定版）～第３次八尾市男女共同参画基本計画～（概要版） 

発行年月 令和３（2021）年３月  発行 八尾市政策企画部政策推進課 
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